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第
2
回
下
野
市
教
育
の
つ
ど
い
を
盛
大
に
開
催

下
野
市
の
教
育
･
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
を
図
る
た
め
、
多
く

の
教
育
関
係
者
や
市
民
の
参
加
を

得
て
、「
第
2
回
下
野
市
教
育
の

つ
ど
い
」
が
2
月
26
日（
土
）に
国

分
寺
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
教
育
委
員
会
表
彰
、

市
民
教
育
運
動
の
提
言
、
記
念
講

演
の
三
部
構
成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
表
彰
で
は
、
文
化

活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
活
躍
さ

れ
た
児
童
･
生
徒
･
一
般
の
方
に

対
す
る
表
彰
と
、
中
学
生
の
善
行

篤
行
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

●
優
秀
優
良
者

▼
文
化
活
動

飯
野
め
ぐ
み（
薬
師
寺
小
六
年
）

寺
田
亮
太
郎（
祇
園
小
六
年
）

野
澤
　
　
匠（
石
橋
小
六
年
）

舘
野
　
結
香（
石
橋
小
五
年
）

田
口
　
絵
理（
南
河
内
中
三
年
）

小
池
　
優
歩（
石
橋
中
三
年
）

▼
ス
ポ
ー
ツ
活
動

坂
本
　
学
應（
薬
師
寺
小
六
年
）

原
田
悠
太
郎（
祇
園
小
六
年
）

平
戸
　
健
介（
祇
園
小
六
年
）

山
口
　
敬
史（
緑
小
六
年
）

荒
井
　
菜
未（
国
分
寺
東
小
五
年
）

野
口
　
寛
生（
南
河
内
中
三
年
）

蒔
田
　
隼
也（
南
河
内
中
三
年
）

海
老
原
健
央（
南
河
内
中
三
年
）

岩
上
　
将
斗（
南
河
内
中
二
年
）

川
俣
　
正
太（
南
河
内
中
二
年
）

岩
崎
　
峻
大（
南
河
内
第
二
中
三
年
）

岡
　
　
佳
代（
南
河
内
第
二
中
一
年
）

青
木
実
乃
里（
石
橋
中
三
年
）

町
田
　
貴
春（
国
分
寺
中
三
年
）

山
田
千
菜
美（
国
分
寺
中
三
年
）

篠
田
　
正
人（
国
分
寺
中
二
年
）

大
宮
司
理
日（
国
分
寺
中
二
年
）

太
田
　
佳
秀（
国
分
寺
中
一
年
）

生
井
菜
都
美（
国
分
寺
中
一
年
）

○
南
河
内
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

岩
上
　
将
斗
　
　
川
俣
　
正
太

荻
原
　
尚
希
　
　
五
月
女
裕
一

野
口
　
　
峻
　
　
古
口
　
裕
也

大
山
　
　
駿
　
　
大
門
　
俊
喜

○
石
橋
中
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

田
仲
　
奨
郁
　
　
齋
藤
　
　
匠

滝
田
　
弘
一
　
　
野
口
　
涼
太

倉
井
　
拓
也
　
　
小
林
　
　
幹

高
山
　
康
介
　
　
山
本
　
和
宏

老
沼
　
優
希
　
　
三
ツ
木
雅
季

川
田
　
和
樹

○
国
分
寺
中
柔
道
部

豊
田
　
　
淳
　
　
神
谷
　
友
道

安
澤
　
克
敏
　
　
若
林
　
嵩
朗

山
中
　
崇
暢
　
　
塚
原
　
巧
巳

篠
田
　
正
人

○
国
分
寺
中
剣
道
部

町
田
　
貴
春
　
　
成
田
　
貴
康

山
口
　
　
隼
　
　
大
阿
久
誠
矢

鈴
木
　
泰
斗
　
　
小
倉
祐
太
郎

○
国
分
寺
中
サ
ッ
カ
ー
部

大
越
　
翔
平
　
　
松
浦
　
知
良

川
俣
　
直
輝
　
　
山
中
　
大
地

江
田
　
哲
章
　
　
篠
原
　
庸
介

東
川
　
雄
太
　
　
五
十
嵐
駿
太

山
中
　
佑
太
　
　
伊
藤
　
晃
平

川
上
　
達
也
　
　
岩
下
　
冬
威

佐
伯
　
拓
弥
　
　
小
野
　
雅
俊

増
山
　
　
輝
　
　
菅
井
　
瑛
史

日
向
野
敬
太
　
　
増
渕
　
悠
輝

加
藤
ゆ
み
子（
一
般
・
医
大
前
）

福
田
　
直
司（
一
般
・
下
古
山
）

●
善
行
篤
行
者

小
原
　
佑
介（
南
河
内
中
三
年
）

蓬
田
　
愛
実（
南
河
内
中
三
年
）

上
野
　
　
大（
南
河
内
第
二
中
三
年
）

高
橋
　
風
葉（
南
河
内
第
二
中
三
年
）

五
月
女
友
也（
石
橋
中
三
年
）

元
木
　
健
志（
石
橋
中
三
年
）

小
林
　
愛
鐘（
国
分
寺
中
三
年
）

町
田
　
貴
春（
国
分
寺
中
三
年
）

市
民
教
育
運
動
の
提
言
に
つ
い

て
は
、
市
教
育
推
進
懇
談
会
（
今

日
的
な
教
育
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、

広
く
意
見
・
提
言
を
求
め
る
た
め
、

教
育
委
員
会
が
設
置
し
た
教
育
関

係
団
体
や
学
校
長
の
代
表
等
で
構

成
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
）
の
高
桑

正
克
会
長
よ
り
「
フ
ァ
ミ
リ
エ
下

野
教
育
運
動
」
の
提
言
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
提
言
を
受
け
て
、
伊
澤
敬

一
郎
教
育
委
員
長
に
よ
り
運
動
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
採
択
が
行
わ
れ
、
こ

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
今
後
こ

の
運
動
を
市
民
総
ぐ
る
み
で
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
に
つ
い
て
、
満

場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

（
運
動
内
容
は
裏
表
紙
を
参
照
）

記
念
講
演
会
で
は
「
母
は
応
援

団
長
」
と
題
し
て
、
市
の
児
童
表

彰
メ
ダ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
者
で
あ
り
、

彫
刻
家
・
版
画
家
の
宇
賀
地
洋
子

さ
ん
（
下
野
市
磯
部
出
身
）
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

母
の
大
き
な
心
で
支
え
ら
れ
た

こ
と
な
ど
、
心
温
ま
る
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
、
出
席
者
は
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に

は
、
会
場
内
に
い
た
お
母
さ
ん
が

紹
介
さ
れ
、
大
き
な
拍
手
が
わ
き

起
こ
り
ま
し
た
。


